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20年以上も前になるが，コールド

スプリングハーバーで毎夏行われて

いた，神経科学に関する３週間のサ

マーコースに参加したことがある。

ここでは，文字通り朝から晩まで（時

には翌日まで），みっちりと神経科学

の講義が行われていた。３人の責任

講師の他に，３日ごとに著名な研究

者が参加し，その専門分野について

みっちりと講義してくれた。受講者

によりよく理解させるにはどうすれ

ばよいか，講義に使われるスライド

や資料の作成，解説の方法にはそれ

ぞれの講師の工夫と努力がなされ，

実にわかりやすいのである。

自分自身が民間研究所から大学に

移籍して神経科学の講義を担当する

ことになったとき，何とかしてあの

ときと同じような講義をしたいと

思った。そのためによい参考書が欲

しいと探し求めていた折，Neuros-

cience meeting の book storeで出

合ったのがこの本の初版である。10

年以上前であった。

最初に目を引かれたのは，ぱらぱ

らとめくったときに飛び込んでくる

カラー図の素晴らしさであった。そ

して，ところどころにちりばめてあ

るBoxに，手際よく解説された専門

知識や技術，著名な研究者が語る発

見への道筋の話など興味を引く内容

を見て，コールドスプリングハー

バーの講義を思い出した。まさに私

の求めていたのはこの本だとばか

り，即座に購入して持ち帰った。読

み始めると，非常にわかりやすい文

章で書かれており，時折，しゃれた

表現にも出合うことができ，読んで

いて楽しい。しかも，これまでこの

種の参考書にはなかった，知識とし

てしっかりとしみこんでくるような

実感があった。

この本を軸として半年間の神経生

物学の講義録を作り，学生にプリン

トを配って講義をした結果，評判が

よかったので，数年後にその講義録

をまとめて『神経生物学入門』（朝倉

書店）として出版した。しかし，こ

れはあくまで原典である本書への入

門書と位置づけている。

山形大学生理学講座の加藤先生の

グループが本書を訳しているとのこ

とで，期待していた。それが完成し

て出版の運びとなった。完成した本

書を手にしたとき，見事なカラー図

の再現，原書の特徴をまったく損な

うことのない体裁，読みやすい訳，

期待以上の仕上がりに驚かされた。

訳本はいらないと言われる先生も

おられる。もちろん，英文を読んで

理解することがよいには違いない。

しかし，しばしば，学生は英文を理

解したところで，内容を理解したと

勘違いすることがある。私たちの脳

は日本語をベースとして機能してい

るので，英語で理解した知識をその

まま自身の知識として蓄積すること

はかなり難しいし，なにより，日本

語の教科書のような流し読みができ

ない（恥ずかしながら，筆者の実感

である）。質のよい訳本は間違いなく

理解を高め，そして早める。その意

味で，本書が現在，神経科学を学ん

でいる学生，これから学ぼうとする

学生にとって有効であるばかりでは

なく，神経科学の講義を担当する教

員にとっても非常に有効であると確

信している。
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